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今年度は５年生３名、４年生２名、３年生１名、２

年生５名の１１名が通級しています。そのうち１０

名が交流会に参加してくれました。初めて参加す

る児童が２名いたこともあり、『みんなが仲良くな

る』ということを一番の目標にしてプログラムを

決めました。「しっぽとり」「たからあつめ」が終わ

るころには一体感が生まれ、「おしゃべりタイム」

では５年生が司会で吃音についてざっくばらん

に話し合うことができました。 

 

 



   

子供たちは体育館、保護者は図書室

で交流しました。 

 初めて参加された方もおり、緊張し

た雰囲気でしたが、自己紹介を始める

と少しずつ場が和んできました。 

 

 次に『吃音の氷山』について学習しま

した。 

「見えている部分（吃音の症状）の下に

大きな氷山（吃音に対する不安や恐れ・

マイナスな気持ち）がある。」 

「冷たい海（環境）を温かくしていけば

見えない氷山（吃音に対するマイナス

な気持ち）が溶けて吃音の症状も小さ

くなる」 

という話を聞き、皆さんお子さんの吃音や吃音に対する気持ちを考えながら話を聞いていました。 

 

 
最後は、事前に記入しておいた『うちの子紹介カード』をもとに、お子さんの吃音について 

説明しながら、吃音の悩みをみんなで話し合いました。３～４人の小グループで話し合いましたが 

話が尽きず、話し足りない様子でした。 
 


